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【内容】

【例年あげている議題か？】

【会議に参加している地区連長が、各地区の単会会長に何を伝えればいいのか？】
【各単会の会長に何を依頼したいのか？】（具体的に記入してください。）

【その他、注意することなど】

　地域住民の皆様への防火防災指導は、本市独自の家庭防災員制度や消防職員が地域に
出かけて行う防災訓練会等により推進してきましたが、高齢化等の社会構造の変化やコロナ
禍による影響等から、参加者の減少や固定化といった課題を抱えており、これまでの実施手
法のままでは、より多くの方に防災に必要な知識を提供することが困難な状況となっていま
す。
こうした状況やデジタル化による社会生活の急速な変化を踏まえ、時間や場所にとらわれ
ず、ウェブサイト上で動画等のコンテンツにより防災を学べる「（仮称）よこはま防災パーク」を
創設します。

　今回初めての議題です。

　事業の内容を知っていただくため、各自治会町内会１部ずつ資料を配布いたしますので、
ご承知おきください。



 

 
 
 
 

「（仮称）よこはま防災パーク」の創設に向けた市民意見募集の実施について 

 

１ 背景・趣旨 

地域住民の皆様への防火防災指導は、本市独自の家庭防災員制度や消防職員が地域に出

かけて行う防災訓練会等により推進してきましたが、高齢化等の社会構造の変化やコロ

ナ禍による影響等から、参加者の減少や固定化といった課題を抱えており、これまでの実

施手法のままでは、より多くの方に防災に必要な知識を提供することが困難な状況とな

っています。 

こうした状況やデジタル化による社会生活の急速な変化を踏まえ、時間や場所にとらわ

れず、ウェブサイト上で動画等のコンテンツにより防災を学べる「（仮称）よこはま防 

災パーク」を創設します。 

また、11月から 12月にかけて市民意見募集を実施します。 
 
２（仮称）よこはま防災パークの概要 

(1) 目的 

いつでも、どこでも、誰でも、災害へ備えるうえで必要となる知識や技術を気軽に学

び、市民一人ひとりの防災力が向上して、いざという時の適切な行動につなげることで 

自助の裾野を広げる。 

 (2) 学習方法：ウェブサイト上から自由に学習 

  (3) 内容 

ア 自主学習：短編動画の視聴により防火・防災に関する知識を学習 

＜自主学習の内容（案）＞ 
 

  

 

 

 

 

 

    

 

イ 効果確認：動画視聴後、ウェブサイト上で効果確認テストを実施 

＜自主学習ページのイメージ＞     ＜効果確認テストのイメージ＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 内容 

一般 
火災、地震、風水害ごとに、災害の危険性、事前の予防対策、災害発生時の適切
な行動等を学ぶ。 
また、ケガの予防対策や心肺蘇生法など、救急時の対応を学ぶ。 

子ども 幼児、小学生、中学生が、災害時の適切な行動を楽しみながら学ぶ。 

事業所 
防火管理者や責任者が、消防用設備等の使用方法や避難誘導など、事業所の安
全を守るための知識を学ぶ。 

地域 
自治会・町内会やマンション管理組合等の「町の防災組織」が、訓練の実施手法
や活動に必要な知識を学ぶ。 

市 連 会 説 明 資 料 
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消 防 局 予 防 課 

裏面あり 



 

 
 
 
 

ウ 実技：「一般コース」の効果確認テストを修了された方に対して実技講習を実施 

   ※ウェブサイト上で申し込み、横浜市民防災センターや消防署で受講 
    
   ＜実技講習の内容（案）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

３ 受講促進 

(1) 広報よこはま等の広報紙、ツイッターや横浜市公式 LINE 等の SNS、出初式や防災 

フェアのほか、各区局・消防署が行う防災イベント等、あらゆる機会を通じて、広く市

民の皆様へ PRしていきます。 

(2) 横浜市町内会連合会や各区連合町内会の定例会等を通じて、地域住民の皆様へ受講促

進をお願いさせていただきます。 

  

４ 防火防災指導に係る既存事業の今後の取組 

(1) 家庭防災員制度については、近年、研修受講者数や自主活動等の減少が顕著となって 

いるほか、家庭防災員の推薦事務を依頼している自治会町内会にご負担をおかけしてい 

ることも踏まえ、「（仮称）よこはま防災パーク」の創設とあわせて、見直していきたい 

と考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 消防職員が地域で行う防災訓練会については、参加者の固定化等の課題があるもの 

の、地域の皆さまが集まって、実際に消火器の取扱や心肺蘇生法などを実技として学ぶ 

機会があることや、共に防災を学ぶことで顔の見える関係が構築されるなど、得られる 

効果は大きいと考えています。「（仮称）よこはま防災パーク」の活用をご案内する一方、 

これまでの防災訓練会等も、地域の要望に応じて実施させていただくこととしており、 

地域の皆様からのニーズに柔軟に対応していきます。 

 

５ 市民意見募集  

 (1) 募集期間：11月中旬から約１か月間 

(2) 意見提出方法：郵送、FAX、電子メール、持ち込み 

 

６ 今後のスケジュール 

  令和４年 12月～３月：コンテンツ制作、システム構築/令和５年４月：市民利用開始   

     

 
 

 
 

  
  

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

コース 火災 地震 風水害 救急 

内容 

消火器取扱 
煙からの避難体験 

地震体験 
水災害体験 

マイ・タイムライン 
心肺蘇生法 
AED体験 

    

【家庭防災員制度の見直し（案）】 

 「（仮称）よこはま防災パーク」の一般コースは、家庭防災員の研修内容を基本とし、誰で

も自由に受講できることから、家庭防災員研修受講者の推薦事務は廃止し、家庭防災員の新

規募集は行わないこととします。 

 引き続き、家庭防災員の活動を継続していただける方々には、消防署として当該活動の支援

に努めてまいります。 
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